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23 平成２９年度山梨県公立高等学校等入学者募集定員について

野 田 委 員 ２点あります。
１点目が、今、この定員の増減がありますよね。ただし、この間の私学とすり合
わせのお話も聞いてますと、何か目先の定員の帳尻合わせみたいに感じるんです
よね。だから５年、１０年先を見た時に、どのような方向性でそれをやっていく
か。



野 田 委 員 私学とのすり合わせって、僕の目から言うと、風邪だったら風邪の根本的な治療
じゃなくて、対症療法にしか見えないんですよ。要するに咳止めをやるとか、解
熱剤をやるとか。要するにそうじゃなくて、根本的にもう私学も公立も関係なく
て、それはどうするのかというビジョンの中から、じゃあこれは将来こういうふ
うに収束させていくよと。もう減ることは目に見えているわけですから。室長が
おっしゃったように、もう６年先には千人減ると。もう目の前に来ているわけで
すよね。そうした時にはもう、少なくとも２～３年前からこういうふうに収束す
るよとビジョンを出していかないと、生徒の方も迷うんじゃないのかなと思うん
ですよね。

鈴 木 室 長 来年度から、またそのへんについても検討していきたいと考えております。

小 島 課 長 教育委員会が作るものですので、当然、委員さん方にも情報、それから基礎的
データもみんなお示しをして協議を進めていって、概ね３年かけて作っていくつ
もりでおります。今、私学とのすり合わせというか、私学も全部含めた中で山梨
県の高校をどうするかということの計画でございます。一番大きいものはやはり
統廃合みたいなことは出てこざるを得ないのかなと思っております。
それから、今言った科の新設・廃止みたいなものについても、当然その中で検討
していくんだろうというふうに思っております。もしかすると本当に抜本的な
話、学区であるとか、そういうものというものまでやるのかどうか。いずれ、今
ある県内の高校の絵姿、全県１学区で今やっているこの県立高校が何校、私立高
校が何校、そして工業系高校が、何高校がと、これを全部、１回さらにして見直
すということをしていくということで、長い３年間かけて作るつもりでおります
ので、とりあえずはすみません、現状はこれまでのやり方の募集定員の策定方法
となっております。

野 田 委 員 今のままでいくと、均衡縮小になるだけで、将来ビジョンを描けないじゃないで
すか。だからもう、まずはご破算で願いましてぐらいのものを、大鉈を振るわな
いと、将来的には持たないんじゃないでしょうか。

小 島 課 長 もちろん、今あるものは今あるものでございますので、委員さんおっしゃるとお
り、しっかりしたビジョンを作っていくということですね。基本構想を策定する
という。そういったものの策定作業に取り掛かって、来年度からいこうという計
画でおります。よろしくお願いします。

例えば、私の地区でいくと南アルプスですが、巨摩校と白根高校で、白根高校定
員が激減していると。かなり、多分学校差が出ているからだと思うんですよね。
そうするとどんどん白根高校が衰退していくといことですよね。そのへんを考え
た時に、もうその大枠の中で決めてここへ収束させるみたいな、そんな考え方っ
ていうのが必要なんじゃないかな、将来を見た時に。
２点目は、科の統廃合とか新設って必要なんじゃないのかなと思うんですよね。
もう何年も前から、例えば甲府工業なんか、この機械・電子・建築・土木みたい
な、ずっと見ている科しかないわけですよね。でも、今の時代に求められている
新設の、例えばＩＴ科っていうのか何か知らないですけれども、そういうふうな
プログラミング課程とか、そういうものが必要になってくるんじゃないのかなと
思うんですよね。なぜそういうことを言っているかというと、純粋に工業高校っ
て名前が付いているのはもう１０年前から減ってますよね。商業高校も同じ。そ
うすると、工業とか商業とかって、やっぱり我々の地域の産業に直に貢献できる
人材を育成するためには、ここでもう一度今のままの科だけでいいのかどうなの
かということを検討する必要があるんじゃないかと思うんですが。その２点で
す。

鈴 木 室 長 中学校卒業見込み者数ですけれども、今後、６年間でさらに千人減るというふう
な状況にございます。その先もまだ減り続けるというような状況にございます。
今の高校の再編等を進めております、その基になっております県立高等学校整備
基本構想というのがございますが、それが平成３１年度末をもって終了になりま
すので、来年くらいから新しい構想の策定作業に入る予定でございますが、その
中で、公立はもちろんですけれども、私学とも協議をしながら、今後、県内の高
校をどうしていくのかという基本的なことからちょっと検討を進めていきたいと
考えております。その中で実際には検討していくことにしたいと思います。



教 育 長

和 田 委 員

全県１区ということになっているので、例えば甲府の場合ですけれども、甲府市
の子ども達が市外の高校に行かなければならないというふうな状況も出ているん
ですけれども、この間、ある中学校に行った時に、本当に高校の近くに住んでい
る子ども達が、その前を素通りして市外に出て行くということや、子ども達が地
元の高校に行きたいということでも、選抜試験なのでそれは仕方がないかなとい
うことなんですけれども、今回、甲府の地区が１３０人の減少ということで、甲
府昭和のほうが普通定員が減っているんですけれども、そんな声も、現場の先生
達の中にもそんな声があって、でも外に出て行くということもそれはそれで意味
のあることかなとは言ってたんですけれども、子ども達の意欲の問題があって、
どうしてもそこに行きたいというふうな子ども達がいた場合にどうなのかなんて
いうことで、お話を聞く機会があったんですけれども、そんなこともこの定員に
ついては考慮されているのかなと思うんですけれども、よろしくお願いしたいと
思います。

鈴 木 室 長 たいへん難しい問題ではありますけれども、甲府の高校の希望者が確かに多いも
のですから、例えば、多いからと言って甲府の高校だけ定員を例えば増やすと、
周辺の高校が適正規模を維持できなくなって、学校の活性化が無くなってしまう
というふうな問題もございますので、そのへんも加味しながら検討して、今回、
甲府昭和を４０名減ということにさせていただきました。

全県１区ということも、何度もいろいろ見直されてそうなってきたと思うんです
けれども、そのへんもまた現場の中ではどうなのかというふうな声も、地元に子
ども達を通わせるのには、どうしたら地元の高校にできるだけ多く通わせるには
というふうなこともまた考え始めているような先生方も出てきているようです。

小 島 課 長 先程、教育長が申しましたように、ご存知のように、前は学区制があって、学区
の中から外へ行くのは非常に難しい状況で、そこから見直しを図って、今は全県
１学区ということで、特に地域性とか、住んでいる所ということを入学の要素・
要件には入れてないという状況で、今、和田委員がおっしゃられたようなことが
逆に今度は起こってきているということで、また先程言いましたように、新しい
構想を作っていくにあたって、そういうことも反省点、列記すべき点だと思って
おりますので、今どういうアイデアもないんですが、ご協議を重ねさせていただ
きたいというふうに思っております。

教 育 長 大きな欠陥が２つありまして、１つは、今、課長さん方が言った３１年までに、
今、１０年間の生徒が減るとかいう話で、例えば３つの学校群を統合したとい
う、そういうことにつながりました。それは何も統合するだけの話ではなくて、
どういう学校にしていくんだという、学校の考え方、例えば全県１区にするのか
どうか、そういうものを含めながら学校のあり方を考えながら、その中の一つに
再編をしていくという考え方があって。もう一つは、新しい文部科学省さんの方
で、今、作っている、多分今年度中に出される予定の学習指導要領があって、小
学校、中学校、高校と、３２、３３、３４年でそれぞれそれに基づいた教育が始
まる。で、事前に準備をするための期間も当然用意していただいていますので、
今言った学科の考え方だとか、例えば高大接続どうするんだとか、そういうとこ
ろも大きく、特に一番今文科省が盛んに言っているのはアクティブラーニングの
話も盛んに言われているので、教育の内容とか教育の仕方みたいなものもいずれ
新しい時代の流れに沿ったような指導要領が出てくる。そういうのを見据えなが
ら、３１年までに、その学科の考え方だとか、公私を含めた県立学校の在り方と
いうものを見定めて、来年度以降、３１年までには作っていく。その中には教育
委員会の方々にご相談をしながら進めていく部分も当然大きな話になってくると
思います。以上な考え方で進めていこうと思っています。
ありがとうございます。
何かほかにありますでしょうか。

和 田 委 員

多分、０か１００の話ではなくて、バランスと右寄りなのか左なのかと、そうい
う考え方で、国も地域と共にある学校づくりみたいな考え方を次世代の学校の在
り方の中で議論されているようなので、やっぱり学校、県立学校なんかも自治体
の皆さんにしてみれば、その地域にあるという安心感だとか、学校と一緒に中学
もがんばる、あるいは大学もがんばる、企業もがんばるというような核となる公
共施設の一つではあるので、そういうところも今後は加味しながら検討していく
話になると思います。
ありがとうございます。



武 者 委 員 学習障害の方が多いことも皆さん知っていると思うんですけれども、先日、ある
中学校の先生方と話した時に、特に学習障害の中でも読字障害ですね。文字が文
字と認識できない。ある人は文字が読めないとか、書ける、読める子と書けない
子達。そういった子達がクラスに１人か２人はいますという、衝撃的な話だった
んですね。
先生達はそういうお子さん達を見た時に、一生懸命アルファベットの練習をさせ
たりするけれども、それは一つの障害なので、一向に良くならないわけなんです
よね。でもそういうお子さん達、例えば英語で言えば聴覚、ヒアリングなんかは
できたりするんですね。海外でも俳優さんでそういった方がいて、大活躍してい
る方なんか、多分有名な方いらっしゃいますけれども、そういうお子さん達が行
ける学校。知的には全然問題なくて、ただ、もうやろうのように、この方達は文
字が文字として認識できない。でも音では聞けるよというお子さん達が、もし本
当に、約４０名ぐらいのクラスに１人か２人いるという現状が本当だとしたら、
そこは伸ばせるところ、生かせるところを生かして高校に入れるようにというこ
とを先生達は希望していたので、ちょっと提案させていただきました。
親御さんも、例えば今だと特別支援学校、あまり重症であればなんとなくそこに
一緒くたになってしまうと思うんですけれども、それだと将来大学に行けないん
じゃないかとか、全然、この子はほかのところはコミュニケーション問題ない
し、言わば勉強だって算数とか数学はできるというようなお子さん達なので、そ
ういう方達は、まだ日本全国でもそういうところは立ち遅れているとは思うんで
すけれども、山梨県で先駆的にそういうお子さん達の実態を調査して、そういう
お子さん達で伸ばせる、自分が障害がないところでどんどん学力ですとか、また
そうした方達は社会に貢献できるわけですよね。だからそういった道筋、高校で
行けるところがあればいいなということがこの間ありました。
親御さん達の中では、例えばそれが疑われるようなお子さんがいますと言った時
に、将来の見込みがないとなってくると、親御さんは拒否して医療機関にもつな
げないという可能性が高くなってしまうんですね。それはやっぱりお子さんに
とってはすごくいいことは何もないので、そういうレッテルを貼るわけではなく
て、伸ばせることで学校の中でそういった、普通学校の中でもそういったことが
できる教育支援というのができれば、今すごく本当に多いのであれば、山梨県で
先立ってやっていくべきではないかなと思いました。

鈴 木 室 長 今、富士見支援学校に高校生心のサポートルームというのを設けておりまして、
そういう発達障害とか、そういう障害のある子ども達の相談に乗ったり、支援を
したりというようなことをしております。なおかつ平成３０年度から、高校にも
通級指導教室を設けることにしておりますので、そんな取り組みをしながら、そ
ういうお子さん達を指導していきたいと。

武 者 委 員 高校でも受験の仕方、今だと書けないと駄目ですよね。それだけは、必ず必須に
なってくるので、もしくは書けないけど、音で、聴覚で聞いていろんなことがで
きる。だから知的には全く問題ないなんていうお子さん達が、そういうお子さん
達を救う手だてがあればなんて思いました。

和 田 委 員 文科省のほうから高等学校の入学試験における発達障害のある生徒への配慮の事
例というのがあって、今言ったように、例えば自閉症とか、自閉症スペクトラム
の子ども達とかＡＤＨＤの子ども達は別室受験をするとか、それから試験時間
の、ＡＤＤの子ども達、学習障害の子ども達には試験時間の延長だとか、それか
ら集団面接の場合には個人面接で対応してあげるとか、問題文の学習障害の子に
ついては、例えば問題用紙を拡大してあげるとか、問題文を読み上げてあげると
か、それから監督者による口述で言ったものを書き留めてあげるとかというよう
な事例が出ているんですけれども、多分保護者の方達もそういうことをよく知ら
ないので、たいへん高校受験に対して、うちの子は能力的には高いけど、できな
いところがあるんだけれども、受験できるのだろうかというふうなことで心配さ
れているんですけれども、そんな、今言ったような配慮は、当日、どこの高校で
もされているんでしょうか。

鈴 木 室 長 入試の実施要項の中に、そういう特別な配慮が必要とする中学生が受験をする場
合には、あらかじめ学校長に申し出ることというふうな規定がございまして、そ
の中でそういう配慮が必要な子どもにつきましては、今も配慮しております。
この３月に受験した生徒なんですが、ディスレクシアという、文章を読んでいる
と文字が重なってしまう子どもがいまして、その子どもには、例えばラインマー
カーを引くこととか、あるいは回答に差し支えない範囲で、例えば問題文を読む
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報 告 事 項

とかですね、そういう配慮を行うということは検討して、実際行っております。

和 田 委 員 例えば高機能自閉症みたいな子達って待っていることが中々できない場合には、
例えば面接の順番を早めてあげるとかというような配慮も必要だというようなこ
とがここに、ちょっと私が調べたものに書いてあったんですけれども、実際にそ
ういうことも可能で、申し入れがあればできると。
そうすると、中学校から高校への試験に関わっても、校長のほうからの申し入れ
も必要だし、あとは今度入学した時に、それで合格した時に、適切な引き継ぎが
ないと、また不適応を起こしてしまうなんていうことがあるんですけれども、そ
ういう面も今は改善されてきているというふうに捉えてよろしいでしょうか。

鈴 木 室 長 改善する方向で、今、進めております。ただ当然、入試だけではなくて、学校へ
上がってからですね、進学してから高校生活が送れるかという観点も必要になり
ますので。

和 田 委 員 例えば中学校、中学校の場合には、支援学級にいるので、ちょっと自分が興奮が
高まってきた時にクールダウンする場所があるとか、居場所があるんでけれど
も、高校では特別支援学級はないので、そのへんのその子達の居場所を作ってあ
げないと、入学した後も適応するのが困難な場合が出てくるんですけれども、こ
の高校でもそういった配慮もされているところもあるかと思うんですが、配慮さ
れていくということで、たいへん親御さん達が心配されていたので、受験をもう
そろそろ控えてくると、やっぱり。そうすると普通高校は無理かなとかというふ
うに考えてしまって、定時制とか通信課程かななんていうふうに、ちょっと相談
に来られた保護者もいたんですけれども、そういうことも対応していただけるよ
うな形でこれから進んでいくというふうなことで良いでしょうか。

鈴 木 室 長 そういう方向で進めていく予定です。

その他報告

(19)

白 川 委 員 質問なんですが、暴力行為の事件は、例えば警察が出動したみたいなものってい
うのはどのくらいあるのかというのはお分かりなんでしょうか。

手 島 課 長 高校につきましては、警察が補導したというケースは２名になります。

白 川 委 員 ２件と考えていいですか。

手 島 課 長 ちょっと件数が確認できてないんですが、２名は対象になって補導された生徒と
いうことになります。

白 川 委 員 それは、その時に暴力事件があって、警察を呼んだということではなくて・・・

手 島 課 長 外部で起こったというふうに聞いております。学校外で。

青 柳 課 長 小中学校の方では、ちょっと記憶ですけれども、昨年度ですと３件くらいだった
かと思います。これは中で起きて警察を呼んだというものもあります、学校内
で。

白 川 委 員 警察の、確か公安の委員の方とかと教育のところで情報交換しましょうよという
ことで、私がそれは進めて情報をもらうわけで、結構新鮮な話とか、我々が知ら
ないような話を知っているということが多くて、きっと新鮮という表現は、イ
コール何で今それを初めて言うんだろうとみたいな、もっと情報って公開すれば



コール何で今それを初めて言うんだろうとみたいな、もっと情報って公開すれば
いいかなというところもあるので、中々この暴力だとか、裏で起こっていること
だとかというのが把握しづらいのかなと思いますので、そういうところからして
も暴力というのは警察なんかと密にすべきかなと思いますが。
もう１つ、ちょっとお聞きしたいのは、暴力という定義って、アンケートで言う
ところって、どこのレベルで暴力って大体判断しているんでしょうかね。例えば
グーで殴ったら暴力だとか、蹴ったら暴力だとか、ちょっと押したら暴力だと
か。

手 島 課 長 一応ですね、記入にあたってということで、定義づけがありまして、ちょっとそ
こを読ませていただきますと、「暴力行為とは自校の児童・生徒が故意に有形力
を加える行為」を言い、対暴力行為の対象によって「対教師暴力」「生徒間暴
力」「対人暴力」等に分けられるというような形の中で、例えば対教師暴力の例
というようなことにつきまして、やっぱり殴ったり蹴ったりするような危害を加
えたものか例示されております。生徒間暴力につきましても、殴る、蹴る、突き
飛ばす、例えば壁に押し付けるとか、そんなことが例示されておりますので、そ
ういったことを参考にしながら、各校で調査の数を入れてきているという状況か
と思います。

白 川 委 員 程度っていうのを、これも難しいところがありまして、遊んでいる中で、例えば
私が野田委員と遊んでいる中で、仲間内で喧嘩してちょっと小突くなんていうぐ
らいの程度っていうのもあったり、本当に大きなところへ発展していくようなと
ころの暴力というのもあるかなと思うんですけれども、あくまでもこれはアン
ケートになったわけですよね。

手 島 課 長 学校からの調査、高校の場合は学校からの調査報告を集計したものです。

白 川 委 員 そういうことですよね。
同じようなアンケートで件数が減っているということから、いい傾向になってい
るのかなとは思うんですけれども。分かりました。ありがとうございます。

野 田 委 員 退学者、それから不登校、理由って分かるのかどうなのか。

手 島 課 長 中退者の主な理由でございますが、高校の場合はそこに至る理由が必要なんだろ
うというふうに言われると何とも言えないところですが、一応、進路変更が一番
多く５８人。それから、ちょっとこれは複数回答可にしておりますが、学校生
活・学業不適応が４６人、家庭の事情が４人というような状況です。ちょっと私
も気になりましたので、経済的理由というのがいるかどうかという確認をしたと
ころ、経済的理由につきましてはいませんでした。

青 柳 課 長 小中学校のほうですけれども、調査自体が学校におけるもの、それからそれ以
外、家庭におけるものとか、分かれているんですけれども、学校におけるものに
ついては、やはり人間関係というのが多くなっております。あとは家庭の原因、
それから無気力とか精神的な不安という漠然とした項目もありまして、こちらの
ほうもかなり数が多くなってきています。

野 田 委 員 実は不登校の理由に、３％から５％、担任の先生が嫌いという理由があるのを
知ってますか。実は僕自身も小学校の時に、集会があってですね、隣のクラスの
子が騒いだのを注意したら、僕がその先生に怒られた。あんな先生のいる学校、
俺は行ってられねえやって、３日ぐらい学校をさぼったら先生が迎えに来たとい
うのがあるんですよね。それから僕はその先生を大嫌いになって、口も利かな
かったですけれども、そういう理由があって、要するに何を言いたいかという
と、不登校の理由の中には、担任の先生とかみ合わなくて、何て言うのかな、
載ってこない理由がある。

青 柳 課 長 調査項目に担任の先生が嫌いというのはないんですけれども、それに近いものと
しまして、教師の強い叱責や注意等があって不登校の要因になっているというの
がございまして、それが２人、全体の中で。

野 田 委 員 ２人。

青 柳 課 長 １．６４％です。



野 田 委 員 多分、それが理由で先生が嫌いになっていると思うよ、僕ね。

青 柳 課 長 そうですね。
すみません、小学校が２人で、中学校が１人。合計すると３名になります。

手 島 課 長 高校におきましては、そこのところについては全日制は０で、定時制が４人とい
う状況。

なぜその教科が嫌いだったかというと、その教科の担任の先生が嫌いだったから
という理由もあるものね。結構、先生との相性というのも中にはあると思うよ
ね。僕が読んだネットの例は、今で言うＡＤＨＤみたいな子は、もうそれはしょ
うがない、ほっとくと。その子がこっちの子にいろいろやっても、この子に注意
するだけで、こっちの元のほうには注意しないからこの先生のことが嫌になった
という例だったけどね。だから先生絡みの複合的な原因とかってあるんじゃない
のかな。指導とか、何かそういうものが。何でこいつばっかり贔屓するのみたい
な。あるいは元の人間を、原因を注意しないのとか。あるような気がするんだけ
どね。その先生は、まぁしょうがないからこいつはほっとけと。注意したってど
うせやるだろうということで、ほかの子達をお前、相手になるなと注意される。
相手は何だって、こいつが絡んでくるからしょうがないだろうみたいなところが
あるわけですよね。それで嫌になっちゃったということだったんですけれども。

教 育 長 一緒に、流動的に先生の担任を替えるとか、クラスを替えるとかって、それをす
るとあの先生は厳しいから嫌だなんていうことで、段々と学校の経営が非常に難
しくなることも、そうは言っても先生方にご努力いただくしかないのかなと思っ
たんですけれどもね。厳しいから嫌だとか、そういう、相性もあるかもしれない
けれども、優しい先生、人気のある先生って、やっぱりありますよね。だから過
度に対応するのはやっぱりちょっと難しいかなと、今、聞きながら、なんとな
く、昔は拳固くれる先生なんか嫌だな、あの先生の下なんかでって思ったけど。
確かに相性というのはあるかもしれませんね。

野 田 委 員 自分自身がね、怒られても懐く先生っているんですよね。だから一概に怒られる
から嫌だというわけでもないと思う。

教 育 長 そうですね。人気がある、ないって・・・

白 川 委 員 難しくて、野田さんは嫌いって思うかもしれないけど、私はすごく好きだとかっ
て、何かあるんですよね。

教 育 長 人気商売のところもあるかもしれないけど、それに左右されて替えていくという
のも中々先生も、それも違う面もあるのかもしれませんね。先生方、人気のある
先生とない先生って、気にするのかしら。そんなことを言ったら、教育長、人気
がないから出社しません何て言われると、俺も困るですけれども。
すみません、参考までの意見として。
ありがとうございました。

この間の一日教育委員会で行った中学校の先生の３年生の先生がたまたまそこに
集まっていたのでお話を聞くことができたんですが、行った先の中学校だけの傾
向かもしれないんですけれども、高校を決める時に、受験校を決める時に、最近
の子は親が決めていて、本人があまり決めようという意志を持たないで、親が決
める子どもたちが増えているのがたいへん心配である。高校に入った時に、例え
ば進路を変えたいとか、それからさっき言ったように学校生活が自分の思ってい
たものと違っていたとかということに入学してから気がついたりする子もいるよ
うだなんていう話も聞いたんですけれども、そういった傾向は全体的に見られる
傾向なんでしょうか。

手 島 課 長 先程申し上げました中退者の普通科の増加というところには大きく関わっている
と思います。そこまでちょっと細かい調査はしておりませんが、やはり親御さん
が普通高校に行ってほしいと言ったので来て、自分は本当は違う学校で部活動を
もっとがんばりたかったというようなことを言う子どもは決して少なくはないん
じゃないかというふうに理解はしています。

野 田 委 員

和 田 委 員



和 田 委 員 なかなか志望校を決めるというのも難しいし、将来どんなものになりたいからど
この高校に行きたいかというのを中々決められない子ども達も多いかと思うの
で、そうなるとキャリア教育のようなものを積み上げてくる必要があって、自分
の意志で自分の将来を考えてというふうな選択ができるような子ども達にしてい
かないと、何か親に依存して生きていくような子ども達。親がまた強すぎるとい
うこともあるかもしれないんですけれども、ちょっと心配だなということを現場
の先生達も、私もその時に感じたんですけど。

手 島 課 長 今、各校ともオープンスクールとかですね、そういうことには盛んに取り組みな
がら、高校の学習とか、どういうふうにやるのかというようなことを実際に体験
してもらうというようなことに努めてはいるところですが、中々１回来て全てが
分かるかというとそういう部分でもないものですから、そういう意味では中学生
が高校にちょっと見学に行きたいみたいな声があれば、そういうものを積極的に
受け入れていくとかですね、少しそういった中学と高校の円滑な移行に際して、
こんなことができるのではないかというようなことをまた検討して取り組んでい
きたいというように思います。

武 者 委 員 小中学校の不登校の方の原因で、無気力や精神的な不安定なんていうことが原因
と、回答があったということだったんですけれども、実際、不登校の方につい
て、食事が非常に、小学校も中学校も一番成長期で栄養が必要な時なんですけれ
ども、糖質ですとか、炭水化物に圧倒的に偏っている食事をしてしまうと、切れ
やすさ、多動にも実は関係あるんですけれども、無気力、機能性低血糖症なんて
いう病態がありまして、もうエネルギー源が、食べ過ぎてうまく糖が使えなく
なっちゃっているお子さん達って非常に今多いです。それと抱き合わせに貧血の
お子さんが、今、私、山梨県で仕事を始めて１５年ぐらい経つんですけれども、
全国に比べてものすごい重症の鉄欠乏の人が多いという印象を受けています。
脳も当然酸欠で頭がぼうっとしたりとかですね、勉強をやる気があるんだけど、
中々勉強やスポーツをやりたいんだけれども、いい成果が得られないとかとい
う、そこでもがいちゃっているお子さんが多いんですね。だからなんとなく多動
だったり、学校へそういうお子さんを連れて行ってもエネルギーがないものです
から、ただ疲れてなんとなく帰ってくる。あと精神的にもすごく不安定、落ち込
みやすかったり、ちょっとしたことで傷付いてしまったりとか、あとちょっとし
たことでカーッとなってしまって、先程の、本当にもう衝動を抑えられないとい
うことが食事で起こってくるんですよね。
やはり今年の８月２４日に、毎日新聞なんかで、ゆとりのない家庭はこういった
魚とか野菜ですとかお肉とか、そういったものが少ないというデータが新聞に出
て、興味深く見たんです。大体そういったお子さん達見ていると、菓子パンです
とか、インスタント麺とか、あとジャンクフードですね。ポテトチップス、あと
炭酸飲料。ここらへんでお腹をいっぱいにしちゃっている人。親のほうも問題
で、これは一番安いですから、これは。与えておけばとりあえずお子さん達一瞬
は黙るという。それで親御さん達のネグレクトも関係があるんですけれども、
ちょっとここで山梨県で食事、小・中、特にあと高校なんかも、せめて小・中は
まだ給食があるので、まだなんとか栄養を摂る場合もあるんですけど、ただ成長
期なのでちょっとそれだけでは足りないんですけれども。外来なんかで来ている
子、私こういう写真で示して、この上、肉とか魚、卵、大豆製品みたいに書い
て、これを１回の食事で１個は取ろうねみたいな形でお話しているんですね。だ
から朝、パンとジュースだけとかだと、もう血糖値が急激に上がって、そのあと
ボンと下がるので、ものすごい多動になっちゃったりとか、学校へ行ってもダラ
ダラして寝てしまうなんていうお子さん達がすごく多いですね。そういうお子さ
ん達に食事指導したりすると、そういったタンパク質をちゃんと取ろうねという
話を、タンパク質って言っても難しいので、チェックして、取ろうねなんて言う
と、お子さんの方から、親御さんが鬱ですとか、ネグレクトなんかでできなくて
も、小学校高学年ぐらいからは自分でゆで卵作ったりとか、お菓子の代わりに少
しヨーグルトとかチーズを買って食べましたとか、おでんで牛すじとか買って食
べてみましたとかという、そういったところでかなり改善があったり、その結果
を基に養護の先生とか保健室の先生達に繋げて、必要な場合には途中で補食をし
てもらうなんていうようなことで、多動と診断されていた、ＡＤＨＤと診断され
ていた人が別に普通に戻ったなんていう症例を結構、今、持っているのですけれ
ども、これは非常に身近、毎日のことですけれども、わりと取り組みやすいん
じゃないか。そしてシンプルですよね。頭の脳内伝達物質も食べているもので作
れるので、それとこの昨今の多動が多いとか、問題視が多いというのは、食事の
影響ってすごく関係があるのではないかなということで、今取り組んでいるので
一つコメントさせていただきました。



青 柳 課 長 小中学校のほうでも前から『早寝、早起き、朝ごはん』なんて言いまして、朝ご
はんをしっかり食べましょうみたいなことは取り組みをしているところです。あ
と各学校で食育というのも今注目されていまして、県内にも指定校があったりし
て、研究をしております。あと家庭科の授業の中で栄養のバランスとか、そうい
う勉強もしますので、そういうものと併せて、また家庭への働きかけ等も強化し
ていきたいと思っております。

赤 岡 課 長 それに、今、話が出た食育といったこととか、給食といった部分、このスポーツ
健康課でやっているところなんですけれども、まさに今、委員のご指摘があった
栄養管理でありますとか、食生活、望ましい食生活というのはどういうべきか。
習慣づけというのが、これは小中学校で身に付けることが大切ということで、ま
さにその目的のために栄養教諭というのは学校配置をされております。全ての学
校というわけにはいかないんですけれども、今、複数校を所管しているんですけ
れども、栄養教諭というのがいて、これがきちんと制度化されたのが、山梨県で
配置されたのが１９年からなんですけれども、今、その配置を拡大しようとして
いるところですけれども、その栄養教諭が給食の時間ですとか、あるいは給食だ
よりというものを出して家庭との連携を図るとか、そういうことをやって、適切
な食生活。その食生活を身に付けることによって生活習慣全体が適切になってく
るということでその取り組みをしているところでございます。
因みに、朝食の摂取率ということで言いますと、全国平均と比べると、山梨県は
全国平均よりもちょいと朝食の接種率が高いということで、これはちょっと、大
体全国で負けているんですけれども、この朝食に関しては全国に勝っているとい
うことで、状況であります。今、取り組みとしてそんなことをやっています。

教 育 長 緒に就いたばかりか。

赤 岡 課 長 そうですね。

教 育 長 そういう話だね。家庭も含めて。
養護教諭は毎年、まだ５名増やしている。

赤 岡 課 長 毎年、毎年、５名増やして、２７年度から５名ずつ増やしていって、３１年度ま
での間で５名ずつ増やすという取り組みを、今、しております。

教 育 長 今、一生懸命充実をしているところです。
ありがとうございました。
どうぞ。

白 川 委 員 私、実を言うと、これ思う時にいつも思うんですけれども、最近のいじめという
のが、インターネットだとか、携帯だとかっていうのは、もうこれは皆さんご存
知だと思うんですけれども、実を言うと、私も子どもの話をまた出してしまうん
ですが、非常に話題性の豊富なことがいろいろ起こるんですよ。
というのは何かと言うと、うちの子どももいじめられました。ある時からいじ
めっ子にもなったりしてということにもなるんですね。そのほとんどがメールな
んですが、ですからメールの中でターゲットを決めて、今週は白川、お前をいじ
める番だみたいなやつが、パーッとメールが回るわけですね。今度、次は誰の
ターゲットになるか、順番なんですよね。何か遊びのような感じになっている。
以前、インターネットのメールの使い方をＰＴＡかどこかの地域から発信され
て、何か広く勉強会しましょうなんていうのが、確か以前ありましたよね。私が
お聞きしたいのは、ＰＴＡ、それはそれで聞いたんですけれども、インターネッ
トとか、メールの使い方とか、携帯の使い方をどういうふうに、今、県のほうで
は指導をしようとしているのかということをちょっとお聞きしたいこと。
もう一つがですね、実はそれを見た親が大変なんですよ。親が非常にそこに対し
て、「うちの子が」とかというふうになってしまう。親がカッとなって、親同士
が、実を言うと仲が悪くなるんですね、親同士が。つまりうちの子が何々ちゃん
にいじめられているとなってくると、その親は、実を言いますと、その奥さん、
お母さん同士でその話をするんです、抗議をするんですね。そうするとちょっと
したことでも抗議をしてしまう親というのに対して、子どもにどう言っているか
というと、何々ちゃんのお母さんにいろいろ言われるから、何々ちゃんとは距離
を置いたほうがいいよとなってしまうんですね。これが普通に起こっている。地
域地域でこういうことが頻繁に起こっているもので、インターネットの使い方と
か、メールの使い方は親の指導の部分も一緒に僕はやるべきじゃないのかなと



和 田 委 員 いじめ、それから不登校、暴力事件の問題なんかも背景を見ていくと、やっぱり
複雑な家庭環境の中で育っていく子ども達が増えてきているということも一つ考
えて。特に、発達障害ではないんですけど愛着障害の強い子ども達が学校の中で
うまく適応できないというふうなこと。特に小学生なんかでも増えてきていま
す。それから中学１年生になると不登校の数がグッと増えるというんですが、例
えば小学校の時に、親のほうが今日休むと言えば、頭が痛いですとか言うんだけ
ど、一応病気欠席のほうには付くんですけど、実はそういう子達の多くが、今度
は中学校に行くと不登校になるというふうな可能性とか、学力の面でついていけ
ないという子もいるんですけれども。そうなると、やはり学校の中だけで対応で

思っています。
先日ちょうど先生達と懇親会というか、先生達に聞いた時にも、先生が夜中に親
から電話がかかってくるやつをなんとかしていただきたいという苦情がありまし
て、それが今みたいなところの話だとかって結構多いようなんですね、うちの子
どもがって。そのへんを、結構大きな問題じゃないのかなと思いますので、こう
いうものは教育というか、扱い方というのは、何か、どういうふうに考えている
のかなというのをちょっとお聞きしたいんですけど、どうなんでしょうか。

手 島 課 長 高校におきましては、生徒指導主事研究協議会の中で、当然、ネットの指導事例
などにつきまして好事例の共有化を行ったり、それから先程も申し上げましたけ
れども、警察、あるいは、今、一般の民間で無料で講師派遣をしてくれるような
ところもありますので、そういったところに依頼をして、ネットモラル教室、
ネットの使い方についての講演会というようなことは、必ず各校１回、年間やっ
てくださいというようなことで指導しております。
加えて、高校におきましては、共通の必履修教科として情報という科目がござい
ます。この情報は一般的なイメージはソフトの使い方をイメージされるかもしれ
ませんが、実は教科書の３分の１くらいは情報モラルの内容になっております。
ですから情報の授業を通して、そういったネットの正しい使い方ですとか、
ちょっと誤ってワンクリック詐欺にひっかからないようにするとか、そういった
ことについては情報の授業を中心にやっていきたいというふうに考えておりま
す。
保護者の対応につきましては、ちょっと今県で、高校教育課として保護者とこう
いうふうにしてくださいというようなものは明確にはまだ示しておりませんけれ
ども、学校のほうでＰＴＡの全体会のような時に必ず保護者の学習会などもいた
しますので、今年度は若干１８歳選挙権のほうにいった向きもありますけれど
も、高校生を巡る諸課題ということでは注目の一つですので、そういったことを
やっていただいている学校はいくつかございます。

白 川 委 員 以前見せていただいた、どこかのＰＴＡさんが出された、何か規則みたいなこと
をＰＴＡで決めて、これをみんなでとかというふうにやった、あれ私いいなと思
いましたし、ああいうものをその時の年のＰＴＡで終わるんじゃなくて、なんだ
ろうね、広げていくのがいいんじゃないかなと思いますしね。

手 島 課 長 平成２５年度だったというふうに思いますけれども、３年ほど経過しております
ので、改めてそういったものをもう一度再配布して啓蒙するとかですね、そんな
ことも考えてまいりたいと思います。

青 柳 課 長 小中のほうもほとんど高校と同じですけれども、子ども向けの情報モラルの研修
とか、または危険性ですね。１回上げたものはもう絶対消えないというような、
そういう危険と、あと保護者のほうもＰＴＡの研修会等はほとんど学校がやって
いるんじゃないかと思っています。
先程言ったのは、多分教育４者でスマホとか携帯の使い方を、統一ルールという
か、啓発の資料を作りましょうということで、９時以降は使わないとか、食卓に
は持ち込まないとか、変なことを書かない、そういったものが配られたんですけ
れども、確かにおっしゃるように継続して何回か配っていったほうがいいかと思
います。
あと、これは遠回しかもしれませんけれども、使い方はやっぱり気持ちの問題な
ので、心を育てる道徳とか、いろんな教科の中では、そういった人を大切にする
とか、そういったものの教育も併せて行っていくところです。

教 育 長 ありがとうございました。



きない部分が多いかなと思います。
中学校の場合はスクールカウンセラーが配置をされていますけれども、小学校の
ほうはまだ配置されてても数は少ないし、各事務所のほうに、教育事務所のほう
に派遣申請をすれば来てもらえても、継続的に来てもらえるわけではないので、
多くても年間５回ぐらいじゃないかな。予算との関係になると思うんですけど。
でも、できるだけ早い段階からそういう子ども達に関わっていただきながら、ま
たは家庭に入る。中々他人が家庭に入れないケースも多いですので、ソーシャル
ワーカーさんも、今、配置をされているんですが、結構、私が住んでいる市では
問題がたくさんありますので、スクールワーカーさんがとても件数をたくさん抱
えているために、１人の子にじっくり取り組めないような状況があったりして、
できましたら小学校にもスクールカウンセラーを配置していただく。何も問題が
起きていないところは、学校規模にもよると思いますけれども、地域の実態によ
ると思いますけれども、できるだけ要望があるところの学校には配置していただ
けたらなというふうに思います。
それからスクールソーシャルワーカーさん、さまざまな問題が、今、起きていま
すので、家庭の親への支援、親をどう支えていくかということで、学校だけでは
限界がありますので、その実態をお聞きしながら、必要なところは増員をしてい
ただくというふうな形が、やっぱり子ども達を早い段階で救っていく、親を支え
ていくことで、子どもが家庭が安定して学校に安心して来られるということにも
つながるかなと思いますので、ぜひ、人を増やすということはお金がかかること
ですけれども、子ども達を育てるために、やっぱり人への投資というか、そうい
うことが必要かなと思いますので、ぜひ、ご努力は多分していただいていると思
いますが、ぜひよろしくお願いしたいと思います。やっぱり早期の対応が必要だ
なということを感じています。

青 柳 課 長 おっしゃるとおりで、中学校は全校配置ですけれども、小学校は５３で、３分の
１程度の今は配置になっております。また、急に増やせるかどうかというのは
中々難しいところもありますけれども、そういったことをご意見として伺うとと
もに、効果的に使えるようなことを考えていきたいと思います。
ありがとうございます。

和 田 委 員 それから、すみません。引きこもっている子ども達も、数的には多くはないんで
すけれども、どこの学校でも家に引きこもって、例えば保健室登校とか、相談室
登校とかできない。それから適応指導教室にもいけないというふうな子ども達も
いますが、中々現場の先生達が対応するっていうことは難しい部分があるんです
けれども、適応指導教室は来てくれる子どもはいいということで、適応指導教室
の先生方が家庭訪問するというようなこともありません。そういうことの必要性
がすごく出てきているのかなと思うんですけれども、何年か前までは訪問してく
ださる方も適応指導教室の中にいたようなんですが、切られてしまったというふ
うな話も聞きます。やっぱり家庭訪問をするということはすごく大事で、家庭に
入ると家庭の中の様子がよく分かりますので、そのへんは県のほうではどんなふ
うに考えているのかな。何か縮小も考えているなんていう話もちょっと聞いたこ
とがあるんですが、適応指導教室のあり方というか、必要性はすごくあると思う
んですが、そのへんは県のほうではどんなふうに考えているのかなというふうに
思いますけど。

青 柳 課 長 適応指導教室につきましては、県のほうで３つ設置がありましたけれども、順
次、市町村のほうにいい形で移行していこうということで、今、進めているとこ
ろです。適応指導教室の協議会も県のほうで持っていますので、そういった中で
適切な活用とか、また新たな設置を推進していくところです。

和 田 委 員 市町村の中で財政的に豊かなところは将来的に市町村に移管するという形もでき
ると思うんですけど、中々厳しいような自治体もあるんですけれども、そんなこ
ともちょっと考えていただいて、これは県レベルか国レベルかあれなんだろうと
思うんですけど、実際に引きこもっている子ども達への対応がかなり難しい対応
になっているということも視野に入れていただきたいし、将来、その子達が社会
に出られなくなるということは、社会への貢献もできないし、納税者として働く
こともできないということも、それはそれでやっぱり大きな損失かなとも思うの
で、今いる子ども達が、将来、自分の得意分野を生かしながら社会の中で貢献で
きるような形で、なんとか育てていってあげたいなというふうに思っているんで
すけれども、そのへんもまたお考えいただいて、よろしくお願いしたいと思いま
す。



［説明］ 国体推進室

〔　教育長閉会宣言　〕　

【 了 知 】

(20) 第７３回国民体育大会冬季大会スケート競技会のテーマ・スローガン・シンボルマーク・マス
コットの選定について

教 育 長 ありがとうございました。

【 了 知 】


